
平成３０年度 第１回刈谷市行政評価委員会

（１）平成３０年度行政評価について

（２）外部評価対象事業選定について

（３）今後のスケジュールについて
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日 時 ： 平成３０年５月３０日（水）１４：００～

場 所 ： 刈谷市役所 ４階 ４０２会議室



第７次刈谷市総合計画の体系

（１） 平成３０年度行政評価について

基本構想

（５つの基本方針）

基本計画

実施計画

（３０の基本施策 ）

（１１６の小施策 の内容）

（約８００の事務事業 ）

（１－１）市街地・住環境
めざす姿：「都市環境と自然が調和した魅力ある住みよいまち」等

（２）市街地の整備・改善
内容：「中心市街地は、民間活力も活用し、環境と防災安全性に

優れた活力と魅力あふれるまちとして整備を進めます」等

〇銀座ＡＢ地区整備事業
内容：「中心市街地の活性化に資するまちづくりに必要な社会福祉

施設や子育て支援施設を計画する上で、市有地を有効活用
するとともに民間活力を導入する」

目標指標：民間活力の活用による整備地区数

基本施策

小施策

事務事業

目標指標：刈谷駅周辺が活気や魅力があると思う市民の割合

目標指標：事業進捗率
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外部評価の視点
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（１）平成３０年度行政評価について

◇「まちを良くする」「住民サービスの向上」といった視点で
それぞれの立場や知見等をもとに自由に意見をいただく形式で行う。
（事業の「拡大」「縮小」「廃止」などの仕分けは行わない）

◇委員会全体の意見を市に対する提言等としてはまとめず、
個々の意見や提案を尊重し、今後の施策のあり方や
事業の再編などを検討する等、施策・事業の改善・改革につなげる。

例えば・・・
○内部評価とは別角度からの視点による、既存事業の改善や新規施策の提案 等
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平成３０年度外部評価のテーマ（案）

第１部

まち・ひと・しごと創生総合戦略の取組の推進状況・効果を検証

⇒ 第７次総合計画を基に策定した、人口問題に特化した

個別計画であり、市の重点取組項目に視点を絞り、評価を

実施

第２部

行政評価委員会にて選定予定の教育委員会事務を評価

⇒ 第７次総合計画に位置付けられている教育に関する

事務の管理、執行状況の点検及び評価を実施

（２）外部評価対象事業選定について
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最上位の行政計画として
行政経営の全般的な
基本指針を中長期的に
示したもの

第７次総合計画 まち・ひと・しごと
創生総合戦略

総合戦略

「2060年に人口約16万人」を維持する
ことを目指して各種施策を推進する５カ
年（Ｈ２７～３1）の短期的な個別計画

戦略推進のための重点事業は、
総合計画の推進としても計画的に実施

【基本方針】
「若い世代が生涯の居住地として選択し、将来に明るい希望を抱くことができるまち」

《人口規模の目標 2060（平成72）年：人口 約16万人》

まち・ひと・しごと創生総合戦略とは

第７次総合計画とまち・ひと・しごと創生総合戦略との関連性

（２）外部評価対象事業選定について
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まち・ひと・しごと創生総合戦略 P6
総合戦略の基本目標

（２）外部評価対象事業選定について

基本目標１「結婚・子ども育成支援」・・・平成28年度実施

〃 ３「活動・交流・にぎわい支援」

〃 ４「住環境整備」

⇒ 平成30年度は基本目標２「しごと・雇用創出支援」に関する推進状況・効果を検証

平成29年度実施
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≪第１部≫ まち・ひと・しごと創生総合戦略の取組の推進状況・効果を検証

まち・ひと・しごと創生総合戦略 P10～13
（２）外部評価対象事業選定について

基本目標２ しごと・雇用創出支援

技術開発・情報の交流支援
中小企業支援

新技術・材料等の開発支援
企業・事業者間の連携・交流の促進
中小企業の経営力強化・人材確保等の一体的な支援
設備投資や事業展開の促進支援 等

魅力ある店舗づくり・消費喚起

商業者の経営強化
新たな設備投資や事業展開の促進支援
担い手・後継者の育成支援
商店街等との連携による市内消費喚起 等

生産基盤の強化
担い手の育成

農業生産基盤の強化
農用地の利用集積の推進
新たな農業者の担い手育成 等

平成３０年度外部評価の対象 別紙 外部評価項目選定調査票
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（２）外部評価対象事業選定について

第７次総合計画 P21、22総合計画における教育委員会事務の位置付け

平成29年度は「青少年育成」「生涯学習」に

関する小施策評価を実施

⇒ 平成30年度はこれらを除いた施策

の中から評価を実施
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≪第２部≫

（２）外部評価対象事業選定について

行政評価委員会にて選定予定の教育委員会事務を評価

第７次総合計画 P66～67 72～77

教育内容の充実
社会の変化に対応できる能力を身につけられるような教育の推進、
社会や仲間たちとの心のふれあいを重視した道徳教育の充実 等

安心で地域に開かれた
学校づくり

地域住民と児童生徒がふれ合う機会の充実、
児童生徒、障害児、地域住民の安全な学校施設利用 等

学校施設・設備の
整備・充実

安全性や快適性の向上のため、老朽化した校舎や設備の改修及び改築の推進、
学校施設への省エネルギー設備の導入推進 等

学校給食の充実
給食指導や食育授業、リクエスト献立などの実施、
第一学校給食センター建設、調理業務の民間委託の推進 等

スポーツ活動プログラム
の充実

目的やニーズに応じて、市民がスポーツ活動に参加できる機会の提供
国内トップリーグなど、高いレベルの試合観戦ができる機会の提供 等

クラブ･団体の育成、
スポーツ指導者の育成

スポーツを通じた地域コミュニティの形成、スポーツ関係団体の活動の充実や
組織力の強化支援、幅広くマネジメントできる豊かな人間性と管理能力を
備えた指導者の育成 等

文化財の保護・伝承・活用
無形民俗文化財保存団体の活動や後継者育成への支援
伝統文化の継承 等

歴史の啓発
講座や体験教室の開設、ボランティアの養成や資質向上、
市民サポーターの育成、ホームページ・パンフレットによる歴史文化の啓発 等

平成３０年度外部評価の対象 別紙 外部評価項目選定調査票
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（３）今後のスケジュールについて

第２回刈谷市行政評価委員会

日時 ： 平成３０年７月２７日（金）１３：３０～ （３時間程度）

場所 ： 刈谷市役所 ７階 大会議室

※７月中旬に送付予定の当日資料をご確認のうえ、委員会当日に

それぞれの立場や知見等をもとに、自由に意見をいただく形式で行います。

◆６月５日（火） 外部評価項目選定調査票 提出〆切

◆６月中旬 外部評価項目の決定

◆７月中旬 第２回行政評価委員会開催通知の送付

当日資料（評価シート等）の送付

◆９月～１０月 「外部評価実施結果報告書」の作成、市への提出、公表

今後の主なスケジュール


